
担当者

単位数 時間数

1　単位 30　時間

目　　　　標 内　　　　容 時間 単位 授業方法
１. 看護研究とは何か、その
　　役割と特徴を理解する。

１．研究とは
２．看護研究の目的
３．看護研究の進め方
４．看護研究の計画
５．研究論文に要求されるもの
６．論文構成とそのねらい
７．論文構成と書き方 9 講義

１．看護実践における研究の
　　意義・方法が理解でき
　　る。
２．文献検索を行い、活用法
　　が理解できる。
３．看護研究における倫理に
　　ついて理解し、考えを深
　　めることができる。
４．研究計画書に基づいて研
　　究を進める重要性が理解
　　できる。
５．調査研究の一連の流れを
　　通し、論文作成から発表
　　方法まで理解できる。

１．看護研究の歴史、看護研究とは
　1)看護研究の役割
２．研究過程の概要
　1)研究課題の選択方法
　2)リサーチクエスチョン
３．文献検索の方法
　1)文献検討の意義
　2)オンラインデータベースの活用
４．看護研究における倫理的配慮
　1)研究と看護倫理の関係性
５．研究計画書作成方法
６．研究計画書作成の実際
７．質問紙の作成
８．研究論文の作成
９．論文のクリティーク
10．効果的なプレゼンテーション
11．研究発表
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実務経験：助産師としての豊富な知識・経験をもとに授業を行う。

1．「研究力」を
　　はぐぐむ
　　初心者のため
　　の看護研究の
　　基礎

２．「研究力」を
　　つける初心
　　者のための
　　看護研究の
　　実践

授　業　目　標
看護における研究の基礎的知識・研究の意義や方法を理解し、看護専門識者として看護を探求し、科学的思考がで
きる能力を養う。そして、論文作成と発表までの流れが理解できる。

単元名

１．系統看護学講座　別巻　看護研究，医学書院．
２．竹尾惠子著：事例で学ぶ看護理論，学研．

１．単位修得試験、課題提出状況を総合的に判断する。
　※課題提出評価については、別途評価基準を提示する。

講　義　要　項

授業科目 看護研究 宮内　順子

区
　
分

授　業　形　態 履修年次・前／後

講義・演習 2年次・前期

69


